
☆新しい大ヨークシャ－種「アイリスＷ３」の譲渡を開始します！！ 

 農業総合試験場での完成から約１年、大変長らくお待たせしました。いよいよアイ

リスＷ３を生産者のみなさまに譲渡する準備が整いましたのでお知らせします。 

 つきましては、１０月２日（月）から順次譲渡を行ってまいります。 

 新しい系統豚の譲渡開始に際し、畜産課長から生産者の皆様へのメッセージを掲載

します。 

愛知県では、昭和４５年から全国に先駆けて豚の系統造成に取り組み、これまで３

品種７系統を造成してきました。 

現在、３品種の系統豚を全て供給できるのは愛知県のみです。 

 事業開始から４７年間、養豚を取り巻く情勢には様々な変化がありました。畜産環

境に係る法律の施行、飼料価格の高騰、家畜疾病の流行など、厳しい時代も経験して

まいりましたが、今日まで系統豚の利用が進みましたのも、ひとえに生産者の皆様の

御支援によるものと深く感謝申し上げます。 

 近年、消費者における嗜好の多様化や輸入品との差別化への対応など、高品質な豚

肉生産への県民の期待は一層高まっており、同時に、生産段階における斉一性も、流

通業者からの信頼を獲得するうえで重要となっております。 

このような状況の中、時代のニーズに合わせた能力と生産現場で安定して供用でき

ることを主眼に置いて生産する本県の系統豚は、今後も大きな役割を担っていくもの

と自負しております。 

 今後も、生産者の皆様と共に歩み、期待に応えられる種豚生産 

に取り組んで参りますので、御理解と御協力のほどよろしくお願 

い申し上げます。 

愛知県農林水産部畜産課長 岡地啓之 

なお、１０月６日付け日本農業新聞「技術・営農トピックス」にアイリスＷ３譲渡

開始に係る記事を掲載予定です。 

畜産総合センターよう  ん通信 
平成２９年 9月 

（写真）アイリスＷ３ 

上：農業総合試験場での完成時 

右：畜産総合センターの育成豚（約 5ヶ月齢）

9月



○毎年恒例、畜産フェスタを開催します 

 県民の皆様に愛知の畜産への理解を深めていただくため、今年度も畜産フェスタを

開催します。 

平成２６年及び２７年は刈谷ハイウェイオアシス、昨年は岡崎市東部地域交流セン

ターむらさきかん（道の駅 藤川宿隣）を会場として開催しましたが、今年度は畜産

総合センターに戻ってきます！ 

日時：平成２９年１０月１４日（土）午前１０時から午後３時まで 

場所：畜産総合センター 

内容：畜産物（豚肉（愛とん）、牛肉（みかわ牛）、鶏肉（名古屋コーチン））の試食、

畜産物（豚肉、牛肉、鶏卵、乳製品、蜂蜜等）の販売、搾乳模擬体験、ひよこ

とのふれあい、乗馬体験、堆肥配布 など 

 会場は衛生管理区域を厳密に区分することで、センターの飼養家畜への家畜伝染病

侵入防止に最大限努めてまいります。 

（写真）昨年度の畜産フェスタの様子

（連絡先） 

◇畜産総合センター  : ０５６４－２１－０２０１ 


